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社会福祉法人 七穂会 仕事と育児・介護の両立支援に関する方針 

 
令和８年５月28日 制  定 

 

  社会福祉法人七穂会（以下、「法人」という。）は、中長期的な人材育成及び定着を重視し、

職員が仕事と育児・介護を両立させ、安心して働き続けられる環境を整備するため、以下の基本

方針を定めます。 

 

１ 育児・介護休業制度等の周知と利用促進 

  法人は、育児・介護休業法および育児休業、介護休業規程に定める育児休業、出生時育児休業

（産後パパ育休）、子の看護休暇・介護休暇、育児・介護のための所定時間外労働の制限、育

児・介護のための時間外労働の制限、育児・介護のための深夜業の制限、育児短時間勤務、育児

のための時差出勤の制度、介護短時間勤務、介護のための時差出勤の制度等の制度を従業員に周

知し、利用しやすい職場環境を整備することで、従業員が仕事と育児・介護を円滑に両立できる

よう支援します。特に、育児や要介護状態にある家族を介護する従業員に対しては、個別に制度

の内容や利用方法を説明し、育児・介護休業制度等の取得・利用に関する意向を確認すること

で、制度利用を促進します。 

 

実施時期 実施内容 作成物 

妊娠出産の申し出

があった時 

 

育児休業等利用可能制度、社会保険料、制

度利用後の待遇・労働条件、制度利用の意

向確認 

育休復帰支援プラン 

子が１歳11か月～

２歳11か月の時 

利用可能制度、柔軟な働き方を実現するた

めの措置、制度利用の意向確認 

育児に係る柔軟な働き方

支援プラン 

介護の申し出があ

った時 

介護休業等利用可能制度、社会保険料、制

度利用後の待遇・労働条件、制度利用の意

向確認 

介護支援プラン 

職員40歳に達した

年度 

介護休業に関する制度情報提供 なし 

 

２ ハラスメントの防止 

法人は、育児・介護休業制度等の利用に関するハラスメントを一切許容しません。すべての役

員及び職員は、育児・介護休業制度等を職員が利用した（または利用しようとした）ことを理由

として、当該職員に対して不利益な取り扱いをしません。また当該職員の就業環境を害する行為

をしません。なお、ハラスメント行為が認められた場合は、就業規則及びハラスメント防止指針

に基づき、厳正に対処します。 

 

３ 多様な働き方の推進 

育児や介護の状況に応じた柔軟な働き方を推進します。育児短時間勤務、介護短時間勤務や時

差出勤の制度など、職員がそれぞれの状況に合わせて、適切な働き方を選択できるよう支援する

ことで、育児・介護による離職を防ぎ、長期的なキャリア形成を支援します。 

 

４ 復職支援 

育児休業や介護休業を取得した職員が円滑に職場復帰できるよう支援します。復職時の勤務は

原則として休業直前の部署および職務としますが、その時の状況を勘案して復職時に法人が決定

することもあります。 

 

５ 相談しやすい環境づくり 

職員が育児や介護に関する悩みを抱え込まず、安心して相談できる窓口を明確にし、必要に応
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じて専門機関と連携するなど、きめ細やかなサポートを行います。この基本方針に基づき、職員

一人ひとりが能力を最大限に発揮できる職場環境の実現に努めてまいります。 

 

６ 推進体制 

仕事と育児・介護の両立支援を推進するにあたり、理事長を推進責任者とし、法人本部が推進

の主管部署となり、推進業務を担います。 

 

７ 相談窓口 

仕事と育児・介護の両立に関する相談窓口を、次のとおり設置します。 

 

担当者名 電話番号 メールアドレス 

   

 

 

  附 則 

 この方針は、令和８年５月28日から施行する。 

 


